
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 9回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 1 

 

正方形の各頂点は A⇒B⇒C⇒Aの順になるのでま

ず書き，その後，三角形の残りのアルファベットを

書き入れます。 

 

1回目のコンパス針は B1で 鉛筆は A1で，A2まで

回転します。 

2回目のコンパス針は C2で 鉛筆は A2で，A3まで

回転します。 

右の図の赤線部分が求める長さです。 

B1 の部分の中心角は 

 360－(90+60)=210(度) 

C2 の部分の中心角も 210度です。 

したがって，求める長さは， 

半径 3cm で中心角(210x2=)420 度の弧の長

さです。 

  3×2×3.14×
420

360
 = 6×

7

6
×3.14 = 21.98(cm) 

 

 

 

B2 

 

 C1 

 

 

21.98cm 

■ 

● ● 
■ 

360-(●＋■)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 9回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 2 

 

(1) 中心 O が動いたあとの線は右の図の 

太線部分です。 

   

３つのおうぎ形の中心角 a,b,c を 

合わせると半径 1cm の 1 つの円になります。 

 

 

したがって， 

求める線の長さは， 

 (6+9+5)+1×2×3.14=26.28(cm) 

 

 

直径 

26.28cm 

(2) [解 1] 

長方形部分と おうぎ形（1 つの円）に分けて

考えます。 

長方形部分の面積・・・ 

   2×6＋2×9＋2×5 =2×(6+9+5)=40(cm2) 

 

おうぎ形（1 つの円）の面積・・・ 

  2×2×3.14 = 12.56(cm2) 

したがって，求める面積は， 

40 + 12.56 = 52.56(cm2) 

2cm 

52.56cm2 

(2)[解 2]センターラインの公式を使う 

浮き袋のように，幅がどこも同じ形状の面

積は，次のような公式があります。 

 

 （幅）×（真ん中の線の長さ） 

幅は 2cm   

真ん中の線の長さは(1)より 26.28cm 
したがって， 求める面積は， 

 2×26.28 = 52.56cm2 52.56cm2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 9回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 3 

 

ℓ 

まず，弧 AB が直線ℓ上を転がるとき， 

点 O は直線ℓに平行に動きます。 

したがって， 

点 Oが動いたあとは 

下の図の a + b + c  

です。 

 

 
弧の長さ 

8cm O A 

B 

B 

A 

O 

b 

a 
c 

a と c は半径 8cm の四分円の弧の長さ 

ですから， 

8×2×3.14×
1

4
×2 = 8×3.14・・・a+c 

b は半径 8cm 中心角 45度の弧の長さ 

ですから， 

8×2×3.14×
45

360
 = 2×3.14・・・b 

 したがって，求める長さは， 

  8×3.14 + 2×3.14 

  = (8+2)×3.14 

  = 10×3.14 

  = 31.4(cm) 
31.4cm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 9回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル              その 4 

 

 

A 

B C 

 

A' 

B' C' 

6cm 

6cm 6cm 

頂点 A,B,C はそれぞれ A',B',C' の位置

まで 6cm ずつ動きますから， 

動いた後の図形は，ア＋イです。 

 したがって，求める面積は， 

   7×6 + 10×7÷2 = 42 + 35 

             = 77(cm2) 

 

 

※ ア＋イは台形ですから， 

   (6+16)×7÷2 = 77(cm2) 

 とっすることもできます。 

 

 

  
6cm 10cm 

6cm A 

B B' 

A' 

C' 

ア イ 

 

77cm2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 9回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル               その 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 右の図のようアの頂点 Cが(8+6=)14cm動いたとき 

    です。 

    したがって，求める時間は， 

        14÷2＝7(秒間) 

  

 

(3)    解説は次ページです。 

 

 

 

 

 

(1) 正方形の方を左に移動して，できる図形を確認することができます。 

 

三角形 四角形 五角形 四角形 

 

7秒間 

 

①・・・三 ②・・・四 ③・・・五  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)アの頂点 B が(2×10=)20cm動いたとき，すなわち，正方形の中に{20-(6+9)}=5cm入って 

  いる状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求める面積は，右の赤枠部分で， 長方形 PBTR からエの三角形を引いたものです。 

 三角形アとウ，エ，オは全て相似ですから，  

高さと底辺の比は， 12cm : 6cm = 2 : 1 です。 

 上の図のエの三角形において， 

  RS=(8-6=)2cm  RQ=(2x
1

2
=)1cm 

  エの面積は， 2×1÷2＝1(cm2) 

 

 

5cm 3cm 3cm 

8cm 

A 

B 
C 

R 

A 

B C 

4cm 

 A 

B C 

A 

P Q 

S 

T 

P 
Q R 

S 

T C 

ア 

ウ 

エ 

オ 

12cm 

6cm 

4cm 

2cm 

3cm 

6cm 

8-6=2cm  

2x
𝟏

𝟐
=1cm  

ウ 

エ 

オ 

 

したがって，求める面積は， 

  8×3－1＝23(cm2) 

23cm2 
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5年下第 9回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル              その 7 

 

 

 

 
 

(1) グラフが 2秒後に折れまがっていますから，

右の図のようになるときです。 

BR＝(2x1=)2cm ・・・AF の長さ 

 

重なり部分の面積は 6cm2 

 したがって， 

 PQ の長さは， 6÷2=3(cm) 

 

11秒後を考えます。 

右の図から， 

BC の長さは， 11-4=7(cm) 

P 

Q R 

PQ・・・3cm  AF・・・2cm  BC・・・7cm 

 

 

11秒後 

 

11秒＝11cm 
4cm 
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・4秒後の面積は， 

 3×4-1×2=10(cm2) 

・6秒後の面積は， 

 2×4=8(cm2) 

・7秒後の面積は， 

  2×4=8(cm2) 
これらをグラフに書き入れます。 

11秒後 

 

8.8cm2 になるのは グラフと赤線が交わる

a と b のときです。 

2秒から 4秒の間は， 

(4-2=)2秒間に 4cm2 

増えていますから， 

1秒間に(4÷2=) 

2cm2ずつ面積が増えています。 

(8.8-6)÷2= 1.4(秒後) 

したがって， 

a は， 2＋1.4 = 3.4(秒後) 

次に 4秒から 6秒の間を考えます。 

(6-4=)2秒間に 2cm2 

減っていますから， 

1秒間に(2÷2=)1cm2ずつ 

面積が減っています。 

 

a b 

 2秒 

４cm２ 

6cm２ 

8.8cm２ 

2 4 

a 

 

 

3.4秒後   5.2秒後 

(10-8.8)÷1= 1.2(秒後) 

したがって， 

b は， 4 +1.2=5.2(秒後) 

 


